
快楽と痛みの法則
行動心理学によると人は快楽より痛みを 10倍強く感じ、これは人間の様々な不合理な判断や行動を引
き起こしているという
人はあまりにも苦痛を強く感じるので避けようとし、反対に快楽や安定した状態を得ようとする本能
を持っています
これは命の危険を避ける動物の本能に根差していて、ハエですらカマキリを避けて生ゴミの近くにと
まろうとしています
おそらくハエの思考でもカマキリを忌避する感情は生ゴミを好む感情の 10倍強い筈で、人間もこのよ
うな感情に基づいて重要な判断をします
良く知られているのは投資で損切をしないメカニズムで、損切とは含み損を確定させて現実の金を払
う事ですが、ほとんどの人は可能な限り遅らせようとします
元金の数倍を投資できるレバレッジ投資では簡単に５０％や１００％のような金額を失い、損切が遅
れれば元金以上に借金を背負うのも普通です
201年の福島地震では確か信用取引で 30万円を投資していた人が 1億円の追証（借金）になったが、
その後証券会社と和解した気がします
この時は急激な変動で売買不成立かシステムダウンで決済できなくなり、多くの人は損切ができなく
なって含み損や追証を抱えた
たとえ損切可能だったとしても同じ金額の損失は利益より 10倍痛みを感じるので、30万円の損切は
本人には 300万円の損失と同じ意味になります
最近ツイッターがＸという名前になりましたが、こうした SNSは「一度やると抜けられなくなる」
「疲労がたまって辞めたいのに辞められない」という人が多く存在します
イーロンマスクはそうした人に辞める機会を提供した可能性があるが、たぶん彼はもっと金になるシ
ステムに変更したかっただけでしょう
運営会社にとって SNSが儲かる仕組みは投稿者や閲覧者に習慣性を持たせ、毎日投稿や閲覧の無償労
働をさせ、広告をクリックさせて利益を得るものです

苦痛は喜びの 10倍強く感じる
この時 SNS参加者に「無償で労働をやらされている」と気づかせない事が重要で、「楽しい」とか
「やりがいがある」と思わせると喜んで売り上げに協力します
ブログを 1記事書くのは 2時間以上かかりますがそれを読むのに 5分から 10分くらいかかり、毎日 1
万人ほどが読むので合計すれば膨大な時間になります
小さなブログすらこうなのでフェイスブックやツイッターでは人類の 10億人近くが毎日 SNSの為に働
いてイーロンマスクやザッカーバーグを金持ちにしています



投稿者は満足感とかを得るわけですが、SNSを辞める事に痛みを感じるのが分かっているので苦痛を
避けるために続けます
何年もかけて増やした数百人のフォロワーや彼らとの会話で過ごした時間を失う苦痛は、ツイッターを
やめる事で得られる喜びより「10倍大きく感じる」ので多くの投稿者は疲れていても嫌になっても投
稿を続けます
これが SNS疲れの正体でこんな人間の弱さにつけ込んだ集金システムは、遠くない将来に破綻するよ
うに思えます
SNSが苦痛に感じるほどそのために犠牲にした時間とか労力を思えば、辞める苦痛が上回るので辞め
れないのです
人間には他人の不幸を喜ぶ心理もあって、特に自分が嫌いな人が不幸になると自分になんのメリット
も無くても喜びを感じます
東日本大震災の時に多くの韓国人は「お祝いします」など祝福のメッセージを発し、その一方で「韓
国は救援隊を派遣したから日本人は礼を言え」とも要求していました
最近韓国の景気が悪化して若者の半数は定職がない失業状態ですが、それを見て日本人が喜びを感じ
るのも自然な感情でしょう
中国も折に触れて日本に嫌がらせを繰り返した国なので、中国で洪水や不況になりデフレになったと
聞くと、気分がスカッとするのも自然な感情です
だがよく考えて見ると韓国や中国が不況になっても自分の給料が増える訳ではないので、割とどうで
も良いことに一喜一憂している事になります
「快楽は苦痛の 1/10しか感じない」という法則からは日本の景気が良くなって再び日本人が金持ちに
なっても、過去に苦痛に感じた悪い記憶が消える事はないでしょう
自分の悪口を言っていた人が同じ分の良い事をしたとしても、「また何か企んでいる」と思うだけで
悪い感情は決して消えない
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